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研究成果の概要（和文）：　インスリン分泌機構やインスリン分泌細胞のストレス応答、生存のメカニズムを解
明するためには、遺伝子発現を修飾する分子生物学的検討が必須であるが、インスリン分泌細胞株では核酸の導
入効率が低いという難題がある。この点を克服するために、recombinase-mediated cassette exchange法を用
い、インスリン分泌MIN6細胞を改変した。すなわち、外来性の遺伝子が必ず遺伝子発現効率の高いゲノム上の位
置へ導入されるようにplatform遺伝子をゲノム内に設置した。この方法を用い、100種類近い遺伝子発現修飾
MIN6細胞を作製し、インスリン分泌に重要な新規遺伝子を同定した。

研究成果の概要（英文）：  Genetic modyfication of insulin secreting cells is a powerful strategy to 
study mechanisms of insulin secretion and of cell death. However, one of the disadvantages 
encountered in using these cells is the low transfection efficiency of nucleotides. To circumvent 
the difficulties, we have established a very efficient system based on the recombinase-cassette 
exchange for generation of a insulin secreting MIN6-derived master cell line.  
  A recipient platform was generated that has the zeocin-resistant gene flanked with a set of yeast 
flippase recognition target sites and placed on the genome of MIN6 cells. Overexpression and 
suppression of gene-of-interest are achieved by delivery with an exchange vector of cDNAs and 
shRNAs, respectively. Using this cell line, we showed that engineered clones were created within 6 
weeks. Moreover, we could generate more than 100 transfectant cell lines and identified novel genes 
involved in regulation of glucose-stimulated insulin secretion.
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１．研究開始当初の背景 
全ゲノム相関解析により、90 近い 2型糖尿病
の遺伝子変異が報告されたが、興味深いことに、
そのほとんどが、インスリン分泌機能や膵 β細胞
の生存機構に関与するものであった。このような
背景から、β細胞のインスリン分泌機構を詳細に
理解すること、ならびに β細胞の生存・死のメカ
ニズムを解明する事は、糖尿病の更なる病態解
明や創薬標的の同定のために重要である。 
細胞の機能を解明する上で、分子生物学的
方法は、非常に強力な手法である。薬剤誘導
的な発現システムや RNA 干渉法、近年のゲ
ノム編集技術は、分子生物学的方法による細
胞機能解析を強力に後押ししている 
 しかし、インスリンを分泌する膵 β細胞や
その細胞株は、核酸の導入効率が非常に低い
という欠点がある。発現した蛋白の細胞内局
在を調べる実験のように数十個の細胞を検
討すれば十分な場合には、効率の低さは問題
にならない。しかし、インスリン分泌能や細
胞内代謝を検討する場合には、70～100％の
細胞に遺伝子が導入される必要がある。 
 
２．研究の目的 
従来、インスリン分泌細胞株を用いて、安
定的遺伝子過剰発現細胞株を樹立し、インス
リン分泌への効果を検討するまでに、約 10
週間の時間とクローン選別の労力を要した。 
最近、このような時間と労力をかけずに遺伝
子過剰発現細胞株を樹立する方法を開発し
た。本研究では、これを発展させて、遺伝子
発現を抑制・脱落させた細胞株を簡便に作製
する方法も確立する。そして、100個以上の
遺伝子について、過剰発現あるいは発現低下
させて、インスリン分泌の詳細なメカニズム
の解明を目指す。 
 
３．研究の方法 
 マウス由来のインスリン分泌細胞株であ
るMIN6にテトラサイクリン応答性転写因子
Tet3G を発現させた細胞株を作製し、さらに
zeocin 耐性遺伝子をもった acceptor platform
をそのゲノム上にランダムに設置し、より高
い発現を可能とするクローンを選択する。
Platform には、一組の FRT(flip-recombinase 
(Flp) recognition target)が含まれており、Flpがこ
の siteを目印として、 同様の FRTをもった様々
な donor plasmid の任意の遺伝子を交換・挿入
できるようにする。さらに Cas9 nucleaseを発現す
るユニットをもった plasmidを導入し、platformに
任意の guide RNA発現ユニットを導入し、ゲノム
編集を起こさせる。また、microRNA に埋め込ん
だ形の shRNA を発現させることにより、薬剤誘
導的な RNA 干渉の誘導により、遺伝子発現を
抑制した細胞株を作製する。 
我々は、グルコースに対するインスリン分泌能
が高い MIN6 細胞株と低い細胞株を有している。
その遺伝子発現の違いを microarray 解析で、
検討したところ、1,000個近い遺伝子で発現量に
違いが認められた。そこで、これらに対し、実際

に遺伝子発現の差がインスリン分泌能の差の原
因になっているかを、遺伝子発現を修飾した細
胞を前記の細胞をもとに作製し、検証する。 
   
４．研究成果 
Recombinase-mediated cassette exchange法を応
用して、遺伝子修飾MIN6細胞株を効率よく
作製することを可能にした。図１のような
Zeocin耐性 cDNAをFRT配列で挟んだ遺伝子  

を MIN6細胞に導入し、
そ の 後 図 ２ に 示 す
cassette exchange vector 
に搭載した発現ユニッ   
トをゲノム内の一定の

図 1  platform 遺伝子   位置（platform）に 90%  
以上の確率で導入でき 
るようにした。 

図 2  過剰発現のための cassette exchange vector 
 
また、図３のように、microRNA に埋め込ん
だ shRNA を発現させることにより、遺伝子
発現を抑制することも可能となった（図４）。 

図 3  発現抑制のための cassette exchange vector 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
システムを検証するために、膵 β細胞での
解糖系の律速酵素であるグルコキナーゼを
過剰発現あるいは発現抑制を試みたところ、
予想どおりにグルコキナーゼタンパクの増
減が認められ、それに伴いインスリン分泌の
増強および低下が認められた。 
 従来であれば、MIN6 細胞の安定的遺伝子
導入株を作製するには、約 10 週間以上を有
し、一度に 2－3 個の遺伝子を検討すること
が上限であったが、本システムは非常に効率
が良いため、遺伝子発現修飾のインスリン分
泌への影響を推定するためには、約 6週間で、
しかも、一度に 5－10個の遺伝子を扱うこと
ができる（論文投稿中）。 
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次に、図５に示すようなインスリン分泌の
グルコース応答能の良いクローンと悪いク
ローンで maicroarray解析を行い、両群で発現
に違いを認める遺伝子を抽出した。 
 
 
 
 
 
、 
 
 
 
 
図 5 MIN6 サブクローンでのグルコース応答能の違い 

 
その結果、両群間で発現が大きく異なる遺
伝子が約 1,000個存在した。それらは、 

 
図 6 遺伝子の過剰発現がインスリン分泌能に及ぼす 

効果の半網羅的解析 
annotationされているものが約 650、annotation

されていないものが約 200、lncRNAなどが約
150個であった。annotationされている遺伝子
を過剰発現する細胞株を約 100 種類作製し、
インスリン分泌に対する効果を検討した（一
部を図６に示す）。その結果、いくつかの遺
伝子が直接インスリン分泌能の増減にかか
わっている可能性が示唆された。 
 さらに、この platformを設置したMIN6細
胞に、切断活性は持たないが guide RNAの存
在下で、ゲノム DNA に結合することができ
る dCas9タンパクを薬剤誘導的に発現させる
ことに成功した。この細胞の platformに guide 
RNAを発現させる遺伝子を cassette exchange
で導入させることにより、薬剤誘導的に遺伝
子発現の抑制が起こることを確認した
（CRISPRiシステムの構築）。 
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